
第
六
条

本
邦
に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
で
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
提
出
し
な
い
も
の
は
、
法
第
七
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
上
陸
の
た
め
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
立
証

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
人
が
本
邦
に
お
い
て
行
お
う
と
す
る
活
動
が
該
当
す
る
別
表
第
三
の
中

欄
に
掲
げ
る
活
動
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一

通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
国
審
査
官
が
そ
の
一
部
又
は
全
部
の
提
出
を
省
略
し
て
も
支

障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条

本
邦
に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
で
法
第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
証
明
書
（
以
下
「
在
留
資

格
認
定
証
明
書
」
と
い
う
。）を
提
出
し
な
い
も
の
は
、
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
二
号

に
定
め
る
上
陸
の
た
め
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
立
証
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
人

が
本
邦
に
お
い
て
行
お
う
と
す
る
活
動
が
該
当
す
る
別
表
第
三
の
中
欄
に
掲
げ
る
活
動
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一
通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
入
国
審
査
官
が
そ
の
一
部
又
は
全
部
の
提
出
を
省
略
し
て
も
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

（
在
留
資
格
認
定
証
明
書
）

（
在
留
資
格
認
定
証
明
書
）

第
六
条
の
二

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
第
六
号
の
三
様
式
に
よ
る
申
請
書
一
通
を
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
に
出
頭
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
第
六
号
の
三
様
式
に
よ
る
申
請
書
一
通
を
地
方
入
国
管
理
局
に
出
頭
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

前
項
の
申
請
に
当
た
つ
て
は
、
写
真
（
申
請
の
日
前
三
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
別
表
第
三
の
二
に
定

め
る
要
件
を
満
た
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
た
も
の
と
す
る
。
第
七
条
の
二
第
四
項
、

第
七
条
の
四
第
一
項
、
第
十
九
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
、
第
十

九
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、第
二
十
一
条
の
三
第
三
項（
第

二
十
一
条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
二
項
、

第
二
十
五
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）一
葉
並
び
に
当
該
外
国
人
が
本
邦
に
お
い

て
行
お
う
と
す
る
別
表
第
三
の
中
欄
に
掲
げ
る
活
動
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ

の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一
通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長

が
そ
の
資
料
の
一
部
又
は
全
部
の
提
出
を
省
略
し
て
も
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
申
請
に
当
た
つ
て
は
、
写
真
（
申
請
の
日
前
三
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
別
表
第
三
の
二
に
定

め
る
要
件
を
満
た
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
た
も
の
と
す
る
。
第
七
条
の
二
第
四
項
、

第
七
条
の
四
第
一
項
、
第
十
九
条
の
九
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
第
一
項
、
第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
、
第
十

九
条
の
十
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
条
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、第
二
十
一
条
の
二
第
三
項（
第

二
十
一
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
二
項
、

第
二
十
五
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）一
葉
並
び
に
当
該
外
国
人
が
本
邦
に
お
い

て
行
お
う
と
す
る
別
表
第
三
の
中
欄
に
掲
げ
る
活
動
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
資
料
及
び
そ

の
他
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
各
一
通
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
入
国
管
理
局
長
が
そ
の

資
料
の
一
部
又
は
全
部
の
提
出
を
省
略
し
て
も
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

４

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
お
い
て
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
本
邦

に
あ
る
外
国
人
又
は
法
第
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
代
理
人
（
以
下
「
外
国
人
等
」
と
い
う
。）は
、
地
方

出
入
国
在
留
管
理
局
に
出
頭
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
（
第

一
号
及
び
第
二
号
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
国
人
等
か
ら
依
頼
を
受
け
た
者
）
が
、
当
該
外
国
人
等
に
代
わ
つ
て

第
一
項
に
定
め
る
申
請
書
並
び
に
第
二
項
に
定
め
る
写
真
及
び
資
料
の
提
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
入
国
管
理
局
長
に
お
い
て
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
本
邦
に
あ
る

外
国
人
又
は
法
第
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
代
理
人
（
以
下
「
外
国
人
等
」
と
い
う
。）は
、
地
方
入
国
管

理
局
に
出
頭
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
（
第
一
号
及
び
第
二

号
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
国
人
等
か
ら
依
頼
を
受
け
た
者
）
が
、
当
該
外
国
人
等
に
代
わ
つ
て
第
一
項
に
定
め

る
申
請
書
並
び
に
第
二
項
に
定
め
る
写
真
及
び
資
料
の
提
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

外
国
人
の
円
滑
な
受
入
れ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
の
職
員
（
以

下
「
公
益
法
人
の
職
員
」
と
い
う
。）若
し
く
は
法
第
二
条
の
五
第
五
項
の
契
約
に
よ
り
特
定
技
能
所
属
機
関

か
ら
適
合
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
の
全
部
の
実
施
を
委
託
さ
れ
た
登
録
支
援
機
関
の
職
員
（
以
下

「
登
録
支
援
機
関
の
職
員
」
と
い
う
。）で
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の

一

外
国
人
の
円
滑
な
受
入
れ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
の
職
員
（
以

下
「
公
益
法
人
の
職
員
」
と
い
う
。）で
、
地
方
入
国
管
理
局
長
が
適
当
と
認
め
る
も
の

二

弁
護
士
又
は
行
政
書
士
で
所
属
す
る
弁
護
士
会
又
は
行
政
書
士
会
を
経
由
し
て
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
届
け
出
た
も
の

二

弁
護
士
又
は
行
政
書
士
で
所
属
す
る
弁
護
士
会
又
は
行
政
書
士
会
を
経
由
し
て
そ
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

地
方
入
国
管
理
局
長
に
届
け
出
た
も
の

三

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

５

第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
は
、
当
該
申
請
を
行
つ
た
者
が
、
当
該

外
国
人
が
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
上
陸
の
た
め
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合

に
限
り
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
外
国
人
が
法
第
七
条
第
一
項
第

一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
は
交
付
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

５

第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
地
方
入
国
管
理
局
長
は
、
当
該
申
請
を
行
つ
た
者
が
、
当
該
外
国
人

が
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
上
陸
の
た
め
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
限

り
、
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、当
該
外
国
人
が
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、

第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
は
交
付
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
。

６

在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
第
六
号
の
四
様
式
に
よ
る
。
た
だ
し
、
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局

長
に
お
い
て
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
別
記
第
六
号
の
五
様
式
及
び
別
記
第
六
号
の
六
様
式
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
。

６

在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
第
六
号
の
四
様
式
に
よ
る
。
た
だ
し
、
地
方
入
国
管
理
局
長
に
お

い
て
相
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、別
記
第
六
号
の
五
様
式
及
び
別
記
第
六
号
の
六
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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